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(54)【発明の名称】 内視鏡の管路接続部の構造

(57)【要約】
【課題】内視鏡使用中に管内を通る汚液等が入り込むよ
うな隙間ができず、内視鏡使用後に接続部内を容易かつ
確実に洗浄することができる内視鏡の管路接続部の構造
を提供すること。
【解決手段】端面に管路開口が形成された二つの金属製
の配管接続部材１５，１８の各々の管路開口どうしを向
かい合わせに配置して、二つの配管接続部材１５，１８
の端面と端面との間にプラスチック材からなる環状のパ
ッキング１６を挟み込み、パッキング１６を押し潰した
状態に二つの配管接続部材１５，１８を組み付けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】端面に管路開口が形成された二つの金属製
の配管接続部材の各々の上記管路開口どうしを向かい合
わせに配置して、上記二つの配管接続部材の端面と端面
との間にプラスチック材からなる環状のパッキングを挟
み込み、上記パッキングを押し潰した状態に上記二つの
配管接続部材を組み付けたことを特徴とする内視鏡の管
路接続部の構造。
【請求項２】上記環状のパッキングの内部孔が、上記二
つの配管接続部材の各管路開口に対してほぼ段差の生じ
ない寸法に形成されている請求項１記載の内視鏡の管路
接続部の構造。
【請求項３】上記パッキングが非剛体であるフッ素樹脂
によって形成されている請求項１又は２記載の内視鏡の
管路接続部の構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の管路接続
部の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡には、吸引管路や処置具挿通管路
等各種の管路が設けられており、それらの管路は構造上
の必要性等に応じて途中で接続されている。
【０００３】そのような内視鏡の管路接続部の構造は、
内部を通過する流体が漏れ出さないようにシールされた
構造にする必要がある。そこで一般に、接続される二つ
の金属性の配管接続部材どうしを嵌合させ、その嵌合面
（外周面と内周面）にＯリング等のシール部材を装着し
ている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のように配管接続
部材どうしの嵌合面にＯリング等を装着すれば、接続部
からの流体の漏れ出しを防止することができるが、内視
鏡使用中に管路内を通る汚液等が配管接続部材の内面か
ら浸入してしまった場合、内視鏡使用後にその部分を完
全に洗浄するのは容易ではない。
【０００５】そこで本発明は、内視鏡使用中に管内を通
る汚液等が入り込むような隙間ができず、内視鏡使用後
に接続部内を容易かつ確実に洗浄することができる内視
鏡の管路接続部の構造を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の管路接続部の構造は、端面に管路
開口が形成された二つの金属製の配管接続部材の各々の
管路開口どうしを向かい合わせに配置して、二つの配管
接続部材の端面と端面との間にプラスチック材からなる
環状のパッキングを挟み込み、パッキングを押し潰した
状態に二つの配管接続部材を組み付けたものである。
【０００７】そして、環状のパッキングの内部孔が、二
つの配管接続部材の各管路開口に対してほぼ段差の生じ
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ない寸法に形成されていれば、内視鏡使用中に管内を通
る汚液等が引っ掛かるような段差がなくなる。
【０００８】なお、パッキングが非剛体であるフッ素樹
脂によって形成されていると、汚液が付着し難い。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図３は内視鏡の操作部１を示しており、その
下端には挿入部２の基端が連結されている。
【００１０】挿入部２内に全長にわたって挿通配置され
た処置具挿通チャンネル３の基端は、操作部１と挿入部
２との連結部付近から斜め上方に突出形成された処置具
挿入部４内に連通接続されている。１０はゴム製の鉗子
栓である。
【００１１】処置具挿入部４の根元付近の内部において
処置具挿通チャンネル３から分岐された吸引チャンネル
５は、操作部１の上半部に配置されている吸引操作弁６
のシリンダ体７に接続されている。８は吸引操作釦であ
る。
【００１２】図１は処置具挿入部４付近を示しており、
ステンレス鋼製の分岐接続部材１１（第１の配管接続部
材）に形成されたＴ字状の管路には、貫通方向の一端に
接続パイプ１２を介して処置具挿通チャンネル３が接続
され、側面の分岐端に接続パイプ１３を介して吸引チャ
ンネル５が接続されている。１４は、分岐接続部材１１
に対する接続パイプ１３の取り付け座である。
【００１３】１５は、処置具挿入部４を貫通して形成さ
れている段付きの貫通孔の下半部に外側から差し込まれ
たステンレス鋼製の引き寄せ筒体（第２の配管接続部
材）であり、その上端側に形成された鍔が処置具挿入部
４に形成されている貫通孔の段部に引っ掛かることによ
り、引き寄せ筒体１５が処置具挿入部４の底付近より奥
に入ることができないようになってる。
【００１４】引き寄せ筒体１５には、分岐接続部材１１
に形成されている雄ネジと螺合する雌ネジが形成されて
いて、両ネジを図１に示されるように螺合させることに
より、分岐接続部材１１が、引き寄せ筒体１５によって
処置具挿入部４の底部内に引き寄せられて固定される。
【００１５】分岐接続部材１１と引き寄せ筒体１５との
あい対向する端面の各軸線位置には、処置具挿通チャン
ネル３に連通するほぼ同寸法の管路開口が向かい合わせ
に形成されていて、その間に剛体ではない（即ち、少な
くとも若干の柔軟性と弾力性を有する）例えば四フッ化
エチレン樹脂等のフッ素樹脂からなる第１の環状パッキ
ング１６が挟み込まれている。
【００１６】そして、分岐接続部材１１と引き寄せ筒体
１５とが、環状パッキング１６を押し潰す状態になるよ
うに螺合連結されており、その結果、分岐接続部材１１
と引き寄せ筒体１５とが流体漏れのない状態に接続され
る。
【００１７】環状パッキング１６の内部孔は、分岐接続
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部材１１と引き寄せ筒体１５の各管路開口に対してほぼ
段差の生じない寸法形状に形成されている。したがっ
て、内視鏡使用等により、分岐接続部材１１と引き寄せ
筒体１５との接続部の内面に汚液等が付着しても、それ
が入り込む隙間や段差が存在しない。１７は、引き寄せ
筒体１５に対する分岐接続部材１１の嵌合面と、処置具
挿入部４に形成された貫通孔に対する引き寄せ筒体１５
の嵌合面とをシールするためのＯリングである。
【００１８】処置具挿入部４に形成されている貫通孔の
上半部には、ステンレス鋼製の処置具挿入口金１８（第
３の配管接続部材）が、貫通孔の口元付近に螺合する押
さえ管１９によって押圧固定されている。
【００１９】引き寄せ筒体１５と処置具挿入口金１８と
のあい対向する端面の各軸線位置には、ほぼ同寸法の管
路開口が向かい合わせに形成されていて、その間に第１
の環状パッキング１６と同様の材料からなる第２の環状
パッキング２０が挟み込まれている。
【００２０】したがって、押さえ管１９を締め込むこと
よって、環状パッキング２０が押さえ管１９と引き寄せ
筒体１５との間に挟み付けられて押し潰された状態にな
り、引き寄せ筒体１５と処置具挿入口金１８とが流体漏
れのない状態に接続される。
【００２１】環状パッキング２０は環状に形成されてい
て、その内部孔は、引き寄せ筒体１５と処置具挿入口金
１８の各管路開口に対してほぼ段差の生じない寸法形状
に形成されている。
【００２２】したがって、内視鏡使用等により、引き寄
せ筒体１５と処置具挿入口金１８との接続部の内面に汚
液等が付着しても、それが入り込む隙間や段差が存在し
ない。２１は、押さえ管１９に対する処置具挿入口金１
８の嵌合面と、処置具挿入部４に形成された貫通孔に対
する押さえ管１９の嵌合面とをシールするためのＯリン
グである。
【００２３】図２は、吸引操作弁６のシリンダ体７から
延出している接続パイプ３１と図示されていない外部吸
引チューブに接続されるステンレス鋼製の吸引接続管３
２（第４の配管接続部材）との接続部を示している。３
２ａは吸引接続管３２の先端に形成されたチューブ接続
部である。
【００２４】接続パイプ３１の先端にロー付け等によっ
て取り付けられているステンレス鋼製の受け筒３４（第
５の配管接続部材）には、吸引接続管３２の基部を固定
するための尖り先ネジ３５が側方からねじ込まれてい
る。
【００２５】吸引接続管３２と受け筒３４とのあい対向
する端面の各軸線位置には、ほぼ同寸法の管路開口が向
かい合わせに形成されていて、その間に第１、第２の環*
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*状パッキング１６，２０と同様の材料からなる第３の環
状パッキング３３が挟み込まれている。
【００２６】そして、吸引接続管３２の外周面の周方向
に形成されたＶ溝に尖り先ネジ３５の先端が係合するこ
とにより、吸引接続管３２が受け筒３４の底部方向に押
されるので、尖り先ネジ３５を締め込むことよって、環
状パッキング３３が吸引接続管３２と受け筒３４との間
に挟み付けられて押し潰された状態になり、吸引接続管
３２と受け筒３４とが流体漏れのない状態に接続され
る。
【００２７】環状パッキング３３は環状に形成されてい
て、その内部孔は、吸引接続管３２と受け筒３４の各管
路開口に対してほぼ段差の生じない寸法に形成されてい
る。したがって、内視鏡使用等により、吸引接続管３２
と受け筒３４との接続部の内面に汚液等が付着してもそ
れが入り込む隙間や段差が存在しない。３６はシール用
のＯリングである。
【００２８】
【発明の効果】本発明によれば、間に挟み込まれたパッ
キングを押し潰した状態に二つの配管接続部材を組み付
けたことにより、内視鏡使用中に管内を通る汚液等が入
り込むような隙間ができず、内視鏡使用後に接続部内を
容易かつ確実に洗浄することができる。
【００２９】そして、環状のパッキングの内部孔を、二
つの配管接続部材の各管路開口に対してほぼ段差の生じ
ない寸法に形成すれば、内視鏡使用中等に管内を通る汚
液等が引っ掛かるような段差もなくなるので、内視鏡使
用後の接続部の確実な洗浄がより容易になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の処置具挿入部付近の側面断面
図である。
【図２】本発明の実施例の吸引接続管付近の側面断面図
である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の操作部の側面図であ
る。
【符号の説明】
１  操作部
３  処置具挿通チャンネル
１１  分岐接続部材（配管接続部材）
１５  引き寄せ筒体（配管接続部材）
１６  環状パッキング
１８  処置具挿入口金（配管接続部材）
２０  環状パッキング
３２  吸引接続管（配管接続部材）
３３  環状パッキング
３４  受け筒（配管接続部材）
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【図３】
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